








































1 ) 渡辺男二郎著『東北開発の展開とその資料J(1965年1月)， 94ペー ジ。



























VJ第7章，日本評論社， 1969年2月)， 311ベー ジ。
3) この過程については，前に拙稿 (f戦後日本における地域開発の展開ー
東北地方に即してJ，星埜惇・河相一成編『地続再構成の展望』第3章，中
央法規出版， 1991年1月， 57-59ペー ジ)において紫描したことがあるが，
本稿において一層具体的に検討してみることを意図している。


























































7) 地続開発研究所監修『新国土開発年鑑・ 1973年版J(経済評論社， 1973年
5月)， 446ページ。































?? ???? ?? ??方符 I ^ I人/:市符
1.8421 58.7781 31 1林業・河水統制(農業・発電)
2.339 1 185.056 1 79 1国土保全・農業・発電
12.196 1 1.588.284 1 130 1国土保全・農業・発電
3.774 1 132.096 1 35 1発電・林業
16.841 1 6.401. 152 1 370 1国土保全・農業・発電
5.298 1 865.308 1 163 1発電・国土保全
2.182 1 413.995 1190 1農業・水産業
i.829 1 1.749. 958 1 224 1発電・農業・林業
12.191 1 3.993.976 1 332 1農業・発電・国土保全
4. 909 1 296. 520 1 60 1発電・林業・農業
3.758 1 742.660 1 198 1鹿梁・国土保全
1.1431 56.5131 491発電・林業
1. 883 1 453.893 1 241 1河水統制(発電・工業)
1. 7241 211.66511231発電・林業
4.560 I 629.239 I 138 I発電・国土保全・水産業
2.256 I 1.956. 056 I 869 I工鉱業立地条件整備・国土保全(鉱害)
2.585 I 261. 838 1 101 1農業
4.8031 787.61711641国土保全
703 I 60.3761 861社会福祉向上・水産業
92.816 I 20.844.980 I 222 
289.984 I 76.195.846 I 262 


































8) 向上， 17ベー ジ。
9) 経済企画庁・戦後経務史編纂室編『戦後経済史(総観編)J(1957年3月)， 
116ベー ジ。






















































(資料)佐藤竺著『日本の地域開発J(未来社， 1965年9月)43-52ベー ジ， r福島県史』第14
巻998-1002ページ，岡田知弘著『日本資本主識と農村開発J(法都文化社， 1989年
6月)261-269ページ，などを参考にして作成。
























































12) 経済企画庁・戦後経済史編纂室編，前掲， 12ペー ジ。
13) 向上， 13ペー ジ。
14) 松阪清作編著，前掲， 27ペー ジ。
15) 栗原東洋編『現代日本産業発達史 E 電力J(交詞社出版局， 1964年1
月)， 362ペー ジ。
16) 経済企画庁・戦後経済史編纂室編，前掲， 89ペー ジ。






































































































































26) 松阪清作編著，前掲， 25ペー ジ。
27) 平記念事業会編，前掲.109ペー ジ。









































































『日本資本主義と農村開発J(法律文化社， 1989年6月)， 267ー 269ページを
参照されたい。
29) 宮本憲一著『経済大国.1(f昭和の歴史 10.s.小学館.1983年7月).116 








































32) 宮本憲一著『地域開発はこれでよいかJ(岩波書庖， 1973年1月).30ペー ジ。



























































































岩波書庖， 1989年 1月)， 270ペー ジ。





















成名 府県名 主要開発目標 特定地蟻指定
石 狩 北海道 鉱，民 × 
奥会津 福島，新潟 電，林 。
最 上 山形 林，鉱 。
阿仁田沢 秋田 林，鉱，良 。
伊豆島唄 東京 水，畜，観 × 
能 登 石川 水，農，林，鉱 。
束三河 愛知 林，良，水 。
吉野熊野 奈良，和歌山 電，林，鹿 。
島根大山 島根，鳥取，岡山 水，良，林，観，畜 。
当3直3Zr 1ヒ広島 林，島，電，畜 。
郡賀川 徳島 林，電，鉱，水 。
四国西南 高知，愛媛 林，水，電 。
阿 蘇 熊本，大分 良，林，畜，観 。
南九州 鹿児島，宮崎 民，林，水 。
(凡例)林=林産，農=農産，水=水産，畜=畜産，鉱=鉱産，電=電源，観=
観光， 0=指定地域， x=未指定地域
(資料)岡田知弘著『日本資本主義と農村開発J(法律文化社， 1989年6月)， 266 
ページ。






























































































































































































































56) 向上， 27ベー ジ。
57) 向上.27ペー ジ。












会津地方 1-60 150.692 291.990 
亜鉛.a1索敵加盟等化学業品.
金属漆密，硫化鉱(新段分アルミ
ユウム.パルプ) 一 (258.ω0) 
郡山付近 60-1∞ 既存8 貧燐赤焼，苛性ソーダ，染料. 48.079 261.596 
イトライト.金銀銅fIt.餓緯
福島市付近 60-120 既存8 石灰窒黛.珪素鉄..緩，俊依願 45.5伺
浜通南部 100-130 「灰融融ドグ僻 325.808 856.02 I 
業品，カーパイト.珪察鉄.セ
メント. (新Illt分.セメント，ア





鹿甑付近 40-60 既存2 石灰鐙紫，極化ピユール号事カー 205.393 319.877 
バイト鶴湾品，鉄鋼鉛鉱
新潟市付近 50-80 既存31|… ル嚇 174.550 533.486 カーバイト，俊械金属製品.石
油，及其製品，繊維{新段分セメ
γト，ガラス，鹿島険ピ=ール.
新段4 硫安) ー (116.000) 
区 長岡・柏崎付近 40-80 既存1 電気銑，カーパイト.俊械金属 64.606 172.639 
器具製品照，石油.及其製品
村上・小国付近 80-100 既存3 金属製煉，鉛，亜鉛鉱 11，849 40.140 




仙台付近 120-180 既存8 ゴム製品，極化ピニール加工. 6.790 
鈍鉄
紹倉・石巻 170-220 既存3 電気鉛，亜鉛，疏M.パルプ製紙 52.492 98.265 
〈山形県〉
酒悶付近 150-180 既存6 30.268 289.342 
米沢・山形付近 1ω-160 既存6 18.415 制.874
計









-81 - 31 
東北学院大学論集経済学第123号
表-5 東北地方の発電実績と移出電力実績
1949 年 2 月 1949 年 5 月 l抑年(暦年)
電力J:l:MWH 平均短大KW 電力1il:MWH 平均値大KW
MWH 
東北虫色区全発電量 ω4.創)() )， 133.訓" 66)，例)() )， 137.8ω 7.359.ω。
(瓜E日窃本11E分発{続E審送~I 電側 491.6ω 944.4ω 521.6∞ 940.8ω 5.822.700 内 紛 96.5ω 152.7∞ 1ω.5ω 152.制加 1.252.5∞ 
{続審~I車内直配} 16.5∞ 36.ω。 30.8ω 45.似悶 勾4.6∞
東北地区全負荷 307.6∞ 5幻.100 371.2ω 6お.1∞ 4.411.900 
29.1ω 初.ω。 73.飢)() 96.縦訓O 631.8ω 
内 北配電側 幻6.5ω 478.1∞ 277.71ω 494.1ω 3.650.8∞ 
鼠川分(街潟E車内飽配} 2.似)() 5.0∞ 20.500 お.側 129.3ω 






















































60) 向上， 46ペー ジ。
61) この分析の結果は，同報告書第5章 (51-52ペー ジ)に示されている。

























































64) 松阪清作編著，前掲， 71ペー ジ。




























(宇佐美省吾著『電力十年意外史J，電力新報社， 1961年7月， 140ー 141ベー
ジ)とさえいわれた。

























































































































川一・2・….¥…一一…・ H..…......勾おふ100{%) …ート…………~1ω 
関 50 
20H………ー………………・4・ト…………………斗……τ…--------._.・4・・・…ー……・~2O
1~ ~ M M M a g ~ $ 00 ~健鈎 64 65 68 67 68 6970(年度}
(資料)東北電力株式会社 r20年の歩みJ(1972年3月)， 611ペー ジ。
国一6 総工事資金に対する自己資金比率の推移(東北電力)
(%) 
副 長議会x叩 (%)+1 …・ 4…..・H ・.+H…・・・…・・
切 鈎

























































































































































































































































































































































































































94) 95) 訟阪清作編著，前掲， 136ベージ。原出所は「福島民友J1953年5月
8目。












































































































-107 - 57 
